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I はじめに 1¥ -1世界遺産運動の活動と人々のかかわり
五 位界遺産の分布と特性 1¥ -1 i世界遺産の会Jの活動実績
直 プロデューサーとしての i-1lW遺産にする会J 1¥-2 i世界遺産の会jの活動事例
I -1 i世界遺産の会jの設立 V 宗教的地域文化を一世ー界遺産にすることの意味









化遺産登録の国内候補地を公募した結果 11月30日の締め切り 1寺には 26の県から 24件の応募があっ
た.第 l表はそのi療に各自治イ本から提出された提案名称と自治体を示したものである 提案されてい
る文化遺産の内容をみると 先史時代から古代の遺跡(青森県の縄文遺li~f 若手 (1) やストーンサーク
ル (2)，;rjlノ烏と関連遺跡群 (21)など( )内の数字は第 l表に対応)や文化財.(松本城(11)， 
高松塚古墳・キトラ古墳ーなどを含む飛鳥・藤原(15) など)のような従来型に加えて，新しい世界遺産
の基準である「文化的景観jをアピールしたもの(出羽三山と最上)1が織りなす文化的景観 (3)，霊
1年i主liJ-lと 11麓の文化的景観 (8)，若狭の社寺建造物群と文化的景観 (9) など)や「近代の産業遺産J
(富岡製糸場とまI~産業遺産群 (4) や佐渡金iJ-l (5)，九州・iJ-l口の近代化産業遺産群 (20))などが提案
されていることがわかる
文化庁は 2007年 1月231=，世界文化遺産に推薦するための暫定リストに載せる国内候補として「富




































































































































































































































j鳴を通しての潜伏時代 明治J~Jj に入り禁tlJlj の高札が撤廃 (1873 年)されて以降の復活という数奇な
歴史をもつが，第2次世界大戦以前に建設された教会堂のうち， 日本に現存するものの約半数が長崎






































を推進している_ 2006年 1月現在で国宝 1 (大浦天主堂)，屈指定重要文化財-7 (1日経典子中学校，黒
しつ
島天主堂， IE五輪教会堂，青砂ヶ浦天主堂， ~JI ヶ烏天主堂，田平天主堂， 1:1 出津救助院)，県指定有


















































かでも建築写真家・三沢i専 IJB氏が果たした役割を看過することはできない.氏は I~I内外を 1'1:\1 わず建築
物やIJlil主み，遺跡，土木構造物などをテーマに撮影しているが， 2000年に発行された『大いなる遺
産 長崎の教会jは大きなインパクトを与えた. 1奇書は三沢氏の教会写真に加えて，建築の専門家で
? ? ??? 月iヨ
2000 年度建築修復学会・五島(奈留)大会
後援
2000 I 8月19日.20 1= 
5月61= 
4月271ヨ ~5 月 7 1:] 






2002 I 10月161= ~ 20 日





1月101:1 ~ 29 1:1 











































5月221ヨ ~8 月 29 1:1 I I~fi I~l 150 周年記念 棋浜・長崎 教会建築史紀行(横浜) 協力
5月1日~羽田 |三沢陣昭写真展 f大いなる遺産 長崎の教会j (福岡)
6月 18EJ ~ 24 Iヨ i三沢博Il(j写真展 f大いなる遺産 長崎の教会J (大阪)
2004 
7 月 2 1:1~8EI
?月 17日
7月17EI ~ 25日
三沢博Il日写真展 『大いなる遺産 長崎の教会j (東京)
講演会「教会堂の誕生ll1横浜・長 11t~J (横浜)
写真展「世界遺産への道 ながささの教会群J(横浜)
7月251ヨ I ，世界遺産への道 ながさきの教会群j横浜講演会 | 主催
8月21日 I ，世界遺産への道 ながさきの教会群J横浜講演会 i 主催
12月28EI ~ 1 )~ 1 1ヨ|写真展「世界遺産への道 ながさきの教会群J(長崎) I 主催
3 I'J 27EI I Easter concertと外海路キリシタン紀行(黒1奇教会・長崎) I 協力
4月61:1 I長崎歴史文化講演会(長崎) 後援
2005 7 月 8 日~ 101ヨ
10 月 18)1ヨ ~11 月5EI 
12 J=J 24 1ヨ.25 1: 
2006 
10 月28日.291:1 
12 月 22 日~27日
























の教会{iL~ in平戸講演会J(資料 2) (以下，王子戸講演会)の様子を紹介するとともに，参加者に対し
て実施したアンケート調査に基づき，参加体験について検討したい
IV -2 1-立界遺産の会Jの活動事例



























































シンポジウムの後，市内のホテルで関係者による懇親会が1~I~J かれた.参加者は i"!'ï 内のホテルに分宿
した




タンの信MJがJ寺続していた(宮 1奇2001).現在では儀礼の継承ができず廃絶してしまったが. 1981 
年にこの地にキリシタン資料館が開設され，カクレキリシタンを含めた遺品の管理・展示がなされて
いる













は 1511寺ころに平戸島を出て九州本土に戻り 佐世保駅・長崎空港を経由して 長崎駅で解散した
2)参加者は何を感じたのか
「世界遺産の会」の承諾を得て 参加者に対ーするアンケート調査を実施した パス参加者に対して
筆者らがA3サイズ両面刷りのアンケート調査票(資料 3) を直接配布・回収を行った 最後の見学
場所である山野教会を出発後に，車中にて直接回答していただいた.有効回答数は32枚 (90%)で
あった.回答者の属性を簡単にまとめておこう 性別は男女同数であった 年齢は 50歳以上が3分







f教会建築への興味Jが17名と続いた 一方で「費用の安さjを挙げた方は 3名， 1平戸の食や温泉
への興味jはゼロであった.元々 教会めぐりや教会建築に関心のある人が参加していることもある
が，教会の背後にある平戸の食や温泉といった地域の観光資源にはそれほど関心を有していないこと
がわかる 参加者には「世界遺産の会jのメンバーが含まれていることに-IEIがあるが， 11名 (34.4%)
の参加者が平戸に初来訪であったことを勘案すると いわゆる観光・遊山と自的意識が異なるのは瞭
然であろう
今回見学した 6教会の印象について 4点満点で、評価してもらい，各項目別に平均点を算出して， さ
らに 100 A~ i¥j }?、に換算した 最も高い数値であったのが「文化財として保護すべきだjの96.7点で
あり， 90点を趨えたのが「再度，訪問したいJ91.9点， 1教会堂の建築(外観)が美しいJ91.1点， 1教
会堂の内装が美しいJ91.1点の 4項目であった _L-j、下，平均点数の高い)1真に示すと， 1敬度な気持ち











I ，hる [ltl!) :2 l\:t 、(ノ~jnjが1.1 じめて) :l 、!'.， ，υ){u(-rわる (.hった)
2)1幻'1'年齢を教えてください。 (0で臨んでください)
{リ;.ljJ (Go成)， 1'"50-(j，1 成。 :15-''-49政. :tf).........:~ ，t~'望。 18-2.1 段， 18 i，~)â;!j) 
3)ご苦手加は鐙人ですか それともグループですが。
110¥1人事1m 2 グループ単IU( 人) (こ'ギ人トnを;苛めての人放をお怒さくださL、)
4)(乱豆乏生ニ23長加とお答えの方にお伺いしますJ同行者の方はどのような方でしょうか。(滋
もあてはまるものにOをつけてください)
1 '~'bX 2 b:.人 知人:)脱出ぴ 1，;)江主 4 カトリ yクf.ii.t5 ブ口テスクントf，m
G その他<Hf)，、官')に
5) ご職業を教えてください。 (0でlliJんでください}
1/1軽叫伶~ 2 1凶 r. 'Z~経常 ι( fI常~) :1 家bt従業打 4 会tl'H 5 公務n
G パ、ト アルパイ i、 7 1締 (I!{主) 封 切1"1聡 (1夕、制1・1rilH'清純白1;・教1)1;なと勺








I11 コミ (~il り {;-t 、カ・ら u'(l e:mlt 、た} 2 il.tJ品1甲山u:w八/フレット 3 テレピ・ラジぇ













5 均Ilj(.~flll ・夫 I.'ü也1/
(:}!!{~{'J'{'古j教i也
。)(.i!道企11)で fあるiと回答された方iこお向いしますの)f教会めぐりj をされるとき ど
なたと一緒に怒られることが幸いでしょうか。 1つ選んで番号i二Oをつけてください。
I 涼品 :2 b:.人 知人 3 駿喝の同僚 <¥ 7;トリック教会d珂明係#





1前1の動織{ ) 2 h"iflのI!iIJ機( ):l;t'i日目動機{
1 fi1fml の.rj~fH 2 教会f.Jt努に興味 3 スピリチスアんな何nTI')It界!こ関心
JL 1hlて!K!U、をもった ら巡礼(j語路)に!Wo.l、G ウォーキングにi菌、号
7 スタンフを収鍛している S J邑域やfìlØllのni~どを Xn りたい 9 椙VI':口町j
10 1，，;.(tJ世に近い I TVゃうジオをみて 12 総光パンツレヅト舗をみて
日 教会的Jf.ViU!をみて 14 i也1にmJ寸る世話をみて (f対災対?文献1:r教会・巡;υ世ガイ
ドjなど) 15 カトリック文学の影響 C-(例述術品1') 1(; 友人の科教をi郎、て
II その[也 m体的に
}詐IliT)動機{ ) 2 ，'filJ的動機( ):111';1.)の動機{
1 教会めぐりへの1W1l--!、立 教~W望号への興味 日 (総!t)キリンクン文化への興味
i ザピニ山レへのml心 5 [1'<舗の教会併をi世界選舟dこする会J0)爪i4iJJへの!四ι、
G 'If.j-i(/)H正史・'tlヒへの興味 7 ;j!.{"iの責やI'Ulilへの興l目、 8 I荷主民会への肘1"-よ





1 H1'1守主/'.. .)ιf(l教 ;::l)人制1荷主~ (JIIH先'1'.) ，1 教会nr総介ピデオ
ら ンン;1:ジウム G 'i'-r'教公的ミリ 7 iJ五月資料館 8 llX'教会リ 111教会



















.1 :) l 
-1 :J 2 
:l 2 
:1 2 1 
4 3 2 1 
<¥ :l 古 1
，1 :l 2 
，1 :l 2 
4 a 2 
4 :3 ~ 
a 2 
" :3 2 
2 ない(ー・匂)以!の質問にお答え 1さい 手プミシ:ヶベιば選市1こ悠苦手間ず
(5)カトリ、ノヴのi童徒でいらっしゃいますか
I1刻、( 教会) ( 出 jì1J[f~U 2 t'l吠
11) f長崎の教会群を世界i量産にする会(世界遺産の会)Jについてお伺いします。
(1)会の存在を率的に知っていましたか。 ! 1立い 2 l¥l'、え
(2)会の活動内容を知っていますか。知っている方はその内容について簡単に教えてください。
11:[¥、(Ift7
2 iJf:_j 耳目 、
(3)~草に見学されてみて 長崎の教会群iま世界遺産に登録される価値があると患いますか。
i }，ど‘う (~I!lh
2 ，!~_わ必t 、 (ÐI!III












会建築のもつ技術的1ili1主・審美I'lJUli他(番号1. 2. 5. 7. 12) に力1え，周辺環境の良さ(番号5)や
文化的.J出史的背崇(番号3. ア. 10， 1， 12) をその{II[E!:Iにあげている.一方で観光化の進展に不
安を党え， fg~ filJのN)j・!:t活の場としての原風景を残したいという考えもみられた(番号 6)
第 5 去は，全体のプログラム終了後の I~I EI:意見を集計したもので、ある ここでは世界遺産化への
対応についても一部言及がなされているが，第4表との間で調撃はしていない. また言説番号も第
4表とは対応していない. シンポジウムに関しては.テーマ設定と進行の難しさ(番号2. 10)や世
界遺産笠 J;~l( に i向けての自治体の協力不足に対する危機意識(番号 8) を指摘する意見が挙げられた
が，他方で IlJ~界遺産笠録への期待が路実に高まっていると感じた参加者も多くみられた(番号 5. 9， 























9 1 I 世界I'I~j こも~:rîfiljのないものと考えています。
1C 建物を合めた文化IYJ)託:史的背i1はIJt界にdJiがなし、。
一 教会建造物のfIIIiWIYJ視点より.地月1'l<J'毘史的観点.何より 11:界に1誌を見ないi揺れ・潜伏キリシタンの1 :.:~;:-ぺ---."--'，.






















































































































































































































本稿の骨子は， 2006 年 12 月に開催された(財 )I~I際宗教研究所主催公開シンポジウムで発表した
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The Gaze for Local四religiousCulture in a World Heritage Movement 
MATSUI Keisuke 
The purpose of this paper is to exal1line a significance of sOl1le local-religious cultures as a World Cultural 
Heritage 1l0vel1lent through analyzing Nagasaki Church Group in Japan. Recently， a 1l0vement for日lorld
Cultural Heritage registration is notable in our country. Various actors sllch as a local government and tourism 
industriesろtouristsor a host support this movel1lent with a hope 1"or social-economic effects. 
ln this paper， 1 described the activities 01" the Association 1"or declaring the Nagasaki Church Group a World 
i句lerit出!C.This association is now consists 01' volunteers ¥vith interest in churches of Nagasaki includinu well-む
in1"orl1led personsラ citizens，stuclents， Christians， and also public el1lployees. They hope to achieve the Worlcl 
l-eritage registl・ationfor the Nagasaki Church Group. They think that: it is often said ..Comparecl with the 
European churches， the Japanese Churches are neither as beautiful nor as ancient." But i1" ¥ve take the survival 
of a persecutecl f~lith 、 the beautiful melting of each builcling with the natural environl1lent， the simplicity ancl 
creative lse of lil1litecl resollrces， we can assureclly state that they are unique in the whole worlcl. 
1 examined their discourses what they think of the values of churches in Nagasaki. There are three points such 
as historical value， the value of the church buildings ancl value as cultural landscape. They insist on the Nagasaki 
Church group is the result of the encounter of the cultures of the East and the West， harmonizecl with the natural 
lanclscape、whichgave birth to a beautiful unique architectural style. 
For the registration of Worlcl Heritage、theythink that these five points are important: (1) Importance 01" 
maintaining the buildings ancl .the living church" together， (2) Necessity of maintaining the surrouncling 
envlronmc民 (3)Necessity 01' l1laintaining the surrouncling environme民 (4)Harmo町 withtourisl1， and (5) 
Technical details for the churches preserv(ltion 
The Naga~泊ki Church group was selected the World Heritage candidates in Japan on Jan.23， 2007. I would 
like to and 1 have to watch this 1l0vel1lent 1l0re carefully， more over， I have to reflect on a meaning of registering 
religion with a 'vヘ/01・ldheritage. 
Key worcls: Worlcl Heritage、NagasakiChurch Group， local-religious culture， gaze 
